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ここまで来た！
胸郭出口症候群の診断と治療

古島弘三
Kozo Furushima

慶友整形外科病院
胸郭出口症候群治療研究センター

胸郭出口症候群(thoracic outlet syndrome：TOS)は，整形外科
の分野で広く知られているものの，依然として解決されていない神
経・血管障害です．この症候群の診断と治療は複雑であり，症状は
容易には改善されないことも多いのが事実です．手術治療もしばし
ば避けられる傾向にあります．そのため，多くの患者がさまざまな
医療機関を転々としてしまうことも珍しくなく，場合によっては精
神疾患と誤診されてしまうこともあります．
TOS の歴史を振り返ると，以前は腕神経叢の圧迫が主な原因と

考えられ，胸郭出口周囲の絞扼性末梢神経疾患と関連づけられてき
ました．これに基づき，多くの圧迫症候群が提唱され，診断方法に
関する研究が進められてきました．しかし，圧迫だけではなく牽引
刺激も症状に影響を与えます．つまり，圧迫と牽引という 2つの物
理的要因が症状を引き起こすという概念が以前から注目され，治療
を困難にしています．圧迫因子が主なら手術治療による改善が期待
できますが，牽引による症状の改善は難しいことが多いです．この
牽引による症状の評価と治療方法の確立は，今後の課題と言えるで
しょう．
近年，TOS の手術治療に携わる機会が少ない整形外科医も増え

ています．このような状況が続けば，今後 TOS の診断と治療がさ
らに困難になってくる可能性があります．今回の特集では，幸いに
も TOS に焦点を当てていただきました．長い間，進展がみられな
かった TOS の診断と治療に再度光を当てることで，読者の皆様に
この疾患について再考していただき，今後の治療の方向性を見出す
一助となればと考えています．
本特集では，TOS の治療に積極的に取り組み，その病態の解明

に尽力する国内の気鋭ある先生方に執筆いただきました．その先生
方の知見を通じて，これからの TOS の治療法の新たな進歩となる
ことを願ってやみません．
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